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調査年月日には実際に調査した日付を記入すること 

調査対象欄には 調査対象の会社名を記入すること 

調査者には、審査人の名前を記入すること 

実施確認の結果評価については、不適合が出た場合、適合するまで是正すること 

 

 

 

☑実施 （実施していることを確認） ☑対象外（対象としない項目を確認）☑今後検討（次の更新審査までに取り組む） 

４．排出事業者との関係づくり 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 コメント 

報告 

連絡 

相談 

提案等 

契約前、随時、要望の都度施設見学会を実施 ☑ □ □ 見学者リスト・見学記録 

 

見学者リスト有り 

イベントの開催（食育ツアー・農業体験等） ☑ □ □  りんご祭り、収穫祭 11月 

廃棄証明証の提出 □ ☑ □ マニフェスト  

法令の相談にのっている ☑ □ □  処理の問い合わせ 

付加価値商品の紹介（消臭剤他） □ ☑  □   

排出事業者に出向いて分別教育 □ ☑ □ 収集運搬業者  

メール配信により情報提供（メディア掲載情報

等） 

 □ ☑    

生産者へのヒアリング結果を報告 □ ☑ □   

インターネットによる情報公開（見える化） □ □ ☑ 岩手優良産廃認定で公開 

 

会社のホームページを今年度公開した。 

５．農林漁業者との関係づくり 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 コメント 

報告 

連絡 

相談 

提案等 

試験機関等のデーター公開（成分・分析） ☑ □ □ 分析表 分析表の確認 

リサイクル製品の率先購入や斡旋・販売支援 ☑ □ □  営業担当２名で対応 

生産者以外の卸売業者、小売業者との意見交換 □ ☑ □   

リサイクルループの奨励活動（地域マッチング支

援） 

□ ☑ □   

国や地方自治体における補助金等の情報提供（生

産者経営基盤強化・コスト低減） 

☑ □   化学肥料低減対策補助金（北上市） 

生産者の活動をＰＲ支援 □ ☑ □   

生産者の負荷業務支援（労働支援・改善策支援） ☑ □ □  草刈り・肥料散布 

６．一般消費者との関係づくり 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 コメント 

調査年月日 調査対象 調査者 区分 確認者 

2024 年 

8 月 5 日 

会社名  

株式会社 岩手環境事業センター 

所属 全食リ連 

担当者名 松岡力雄 

更新審査 濱田博 

実施確認の 

結果評価 
評価  合格・不合格 



情報公開 

ＰＲ等 

地元行政や関係団体・消費者現場との連携 ☑ □ □ 社内記録 北上市ごみ処理、花いっぱい運動（花壇、受賞者・団体に肥料寄付） 

口コミ活動（宅配カタログ配布支援等） □ ☑ □   

イベントの開催及び支援（見学試食会の開催等） □ ☑ □   

テレビ・新聞・雑誌への広報活動 □ □ ☑   

フード・アクションアワードへの参加 □ ☑ □   

７．周辺住民との関係づくり 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 コメント 

報告 

連絡 

相談 

提案等 

周辺住民の行事に積極参加（交流） ☑ □ □ 社内記録 黒岩地区運動会（大人・こども）道路ごみ拾い 

住民説明会の実施（定期・随時） ☑ □ □ 見学記録 年 1回、黒岩地区環境対策委員会 9名（うち北上市 2名） 

イベントの開催または支援 ☑ □ □  黒岩地区運動会（大人・こども）道路ごみ拾い 

苦情受付の受付と対応 ☑ □ □ 苦情受付記録 特になし 

学校給食３Ｒ推進（市の教育委員会や環境行政と

連携） 

☑ □ □  北上市の学校給食センター ３か所 

８．国や地方自治体との関係づくり 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 メモ 

報告 

連絡 

相談 

提案等 

関係行政への定期訪問・担当者との継続意見交換 ☑ □ □ 北上市 北上市環境部 

国や地方自治体の施策の把握や情報収集 ☑ □ □ 全食リ連 メールや Zoomにより入手 

国や地方自治体からの講師依頼を積極受託 ☑ □ □ 東北農政局 過去に事例発表した。 

国や地方自治体からの専門委員委嘱 □ □ □ 環境省・岩手県 環境省中央環境審議会専門委員に就任し再生可能エネルギー規制改革

について全食リ連を代表し政策提言を行った。岩手産廃育成センタ

ー、いわてクリーン財団理事 

国や地方自治体からの表彰授与 ☑ □ □ （一財）岩手県資源循環協会 業界団体から表彰多数あり。 

国や地方自治体の施設見学の積極的受け入れ ☑ □ □ 見学記録 東北農政局等 

国や地方自治体開催研修会への積極的参加 ☑ □ □ （一財）岩手県資源循環協会、全食リ連セミナー Zoomミーテイング等 

９．再生利用品の品質向上 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 コメント 

積極的取

組姿勢 

第三者機関の品質保証制度取得の検討（ＦＲ認

証・エコフィード認証制度） 

☑ □ □ （一財）日本土壌協会 ＦＲ認証取得済み 

都道府県の再生利用製品認定制度取得の検討 ☑ □ □ 岩手県 

 

岩手県再生利用認定製品取得（肥料） 

大学など地元研究機関や試験場と連携した高品

質化・安全性評価の向上 

□ ☑ □   

 地元農家からの利用評価（ヒヤリングと改善） ☑ □ □ 営業日報 営業日報により記録 

 

 

 



１０．人材育成（役員、社員教育） 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 

 

コメント 

研修会等

への積極

参加 

行政や関係機関、業界団体主催の研修会等に参加

しているか？終了証書の確認 

☑ □ □ 全食リ連、産廃協会等 現地研修会や Zoomミーテイング 

外部機関

の活用 

外部専門機関から講師を招き、専門テーマごと勉

強会を実施している。 

☑ □ □ 研修記録 エコアクション２１、消防講習（AED教育） 

資格検定

の習得（業

務に必要

な資格等

の確認） 

関係資格の積極的取得（プロ意識の向上） 

土壌医検定等他 

☑ □ □ 検定証、各種資格試験証 特別管理産業廃棄物管理責任者 1名、技術管理者（ブロック別）1

名、玉掛け作業技能講習 11名、フォークリフト運転技能講習 11名、

床上操作式クレーン運転業務特別講習 5名、車両系建設機械運転技能

講習 1名、小型車両系建設機械運転特別教育 4名、大型自動車第一種

免許 1名、小型移動式クレーン運転技能講習（※5ｔ未満）4名、

クレーンの運転の業務に係る特別教育（※1ｔ未満）1名、安全衛生推

進者養成講習 4名、職長教育 2名、アーク溶接等の業務に係る特別教

育 3名、自由研削用グラインダー1名、機械研削 1名、危険物取扱者

乙種大４類 1名、危険物取扱者丙種 1名、有機溶剤作業主任

者 3酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者 2名、チェーンソー以

外の振動工具取扱作業管理者 1名、刈払機取扱作業者 安全衛

生教育 7名、毒物・劇物取扱者（農業用）1名、ガス溶接技能講習 2

名、はい作業主任者 1名、浄化槽管理士 1名、浄化槽技術管理者 1

名、管工事施行管理技士２級 1名、特定化学物質作業主任者 1名、化

学物質リスクアセスメントセミナー2名、安全運転管理者 1名、砥石

交換作業特別教育（第一開明）3名、農産物検査員 1名、土壌医検定

3級 1名、農業ドローン技能認定 2名、岩手県農薬管理使用アドバイ

ザー5名、産業廃棄物処理実務者研修会 11名、エコスタッフ養成セミ

ナー1名、エコドライブ講習会 2名 

ＦＡＭＩ

Ｃ研修 

農林水産消費安全技術センター主催の研修会等

に参加しているか？終了証書の確認 

□ ☑ □   

高齢者雇

用推進 

全食リ連（令和 4年版）高齢者雇用ガイドライン

を活用しているか？ 

☑ □ □ 全食リ連 高齢者雇用セミナーZoomミーテイング参加 

 

 

 

 

 

 

 



特記事項 

① 黒岩地区運動会（大人・こども）道路ごみ拾い 

② 年 1回、黒岩地区環境対策委員会 9名（うち北上市 2名） 

③ 北上市の学校給食センター ３か所 

④ ＦＲ認証取得済み 岩手県再生利用認定製品取得（肥料） 

⑤ （一社）岩手県資源循環協会開催の研修会のすべてに、可能な限り、社員を出席されており、たくさんの資格取得に力を入れている。食リ優良認定企業の中でも秀でている。 

総評 

 

① 5年前の新規審査において、特許の関係から会社のＨＰを作成していなかったが、この度デジタル化社会に伴う法改正により、新たにホームページを開設され情報公開を行った。 

② 新たに新設した本社家屋において、地元の種農家さんを呼んで、これから注目される作物などの意見交換も行っている。今後も地元農家さんとの意見交換に力を入れていく方針を示された。 

③ 5年前の食品リサイクル施設の現場の課題として挙げられていた社員の労働環境の改善については、肥料化の粉塵の集塵機を新たに設置し、作業員の労働環境が大幅に改善された。 

④ 次の５年後の更新審査までに、肥料のペレット化に取り組むことを目標に掲げられたので、農家さんのニーズに合わせた更なる肥料の品質の向上に向けて取り組んでいただきたい。 

⑤ 濱田社長は、全食リ連発足 15 年目に入り、地方の正会員として、初めて会長職に選任された中、環境省中央環境審議会専門委員に就任し再生可能エネルギー規制改革について全食リ連を代表し政策提言を行

った。とくに地方の肥料化の現状などを、国に直接訴えた功績は大きいと考える。 

⑥ また、（一社）岩手県資源循環協会会長も継続されており、今後も業界団体のリーダーとして後継者育成に尽力されている。また、自身の会社の後継者として、娘さんも地元、北上市に戻り、世代交代を進めて

いる最中なので、会社社員全員が一体となって事業承継を進めていけるよう期待したい。 

 

現地審査を受ける濱田社長と事務担当松尾氏 審査は㈲環境テクシス高橋審査人と松岡専務理事が行った。（写真 1.2）カラー印刷されたみのりのパートナー（写真 3）社員教育では、私の環境保全宣言として社員の宣言文を掲示。（写真４） 


